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Niigata City Performing Arts Center “RYUTOPIA” Concert Hall

Sat. 23rd December 2017 15:00

Vahan Mardirossian, Conductor
指揮 ヴァハン・マルディロシアン

イワンナ・プリシュ
〈ソプラノ〉

オリガ・タブリナ
〈アルト〉

オレクサンドル・チュフピロ
〈テノール〉

アンドリー・マスリャコフ
〈バリトン〉

主催：　　　　     　  　　　　　　　　　　　（公財）新潟市芸術文化振興財団

チケット発売日：一般：8月30日（水）※発売時刻はプレイガイドにより異なります。／N-PACmate（友の会）先行発売：8月25日（金）11：00～
（税込）※当日券は各席500円増し　※未就学児入場不可　※出演者、曲目、曲順は変更になる場合がございます。

●インフォメーションセンターえん（メディアシップ1階）　※NIC新潟日報販売店でもお取り寄せができます。
●りゅーとぴあ（窓口・電話・オンライン）／チケット専用ダイヤル 025-224-5521（11：00～19：00／休館日除く）、オンラインチケット http://www.ticket.ne.jp/ryutopiaticket/
●新潟伊勢丹　●トップトラベル新潟（デッキィ401内）　●文信堂書店CoCoLo万代（新潟駅ビル地下）　●文信堂書店長岡店（長岡駅ビルCoCoLo内）
●セブン-イレブン（セブンチケット）　●新潟県民会館　●NSTイベントインフォメーション（電話受付）

チケット取扱い

お問合せ：新潟日報社 ふれあい事業部 025-385-7470（平日9:30～17:30） ／ NSTイベントインフォメーション 025-249-8878（平日10:00～18:00）

S席8,300円   A席6,200円

スラブ最高のオーケストラが2年ぶりに贈る
ベートーヴェンとドヴォルザークの不朽の名作
交響曲第9番をカップリングした豪華プログラム！

2017年を締め括る

N a t i o n a l  P h i l h a r m o n i c  S o c i e t y  o f  U k r a i n e  K i e v

2
Program

ドヴォルザーク/交響曲第9番「新世界より」

ベートーヴェン/交響曲第9番「合唱付き」

12月23日（土・祝）
りゅーとぴあ 新潟市民芸術文化会館コンサートホール

開場14：30  開演15：00

キエフ国立フィルハーモニー交響楽団

合唱指揮 仁階堂孝

Antonín Leopold Dvořák / Symphony No.9 in E minor, Op.95 “From the New World”  

Ludwig van Beethoven / Symphony No.9 in D minor, Op.125 “Choral”  

ニ短調 作品125

 ホ短調 作品95

つの第九

2017年



ステージ

■コンサートホール座席図

■りゅーとぴあアクセス地図（会館のご案内）

白山公園駐車場のご案内
●白山公園駐車場A、B、C、D合わせて約580台
＊身障者用駐車場スペースを用意しております。
＊りゅーとぴあには専用の駐車場がありません。なるべく公共交通
機関をご利用ください。なお、自家用車は白山公園駐車場（有料
30分100円）をご利用いただけますが、混雑する場合もあります
ので、予めご了承ください。

●駐車料金のお支払いは、プリペイドカードがたいへん便利でお得
です。 2,000円のカードで3,000円分駐車場をご利用いただけ
ます。

●新潟駅万代口より車で15分
●関越自動車道／磐越自動車道新潟中央I.C.より車で20分
●新潟駅万代口よりバスで15分～20分
　萬代橋ライン（BRT）青山方面行「市役所前」下車　徒歩5分
●新潟空港より車で30分

ベートーヴェンの「歓喜の歌」&スラブ最高の名作「新世界」で
東欧の名門オーケストラが年末を豪華に飾る！

■チケット購入の際のご注意
●コンサートの性格上、未就学児の同伴はお断りしております。また小学生以上の方はすべてチケットが必要です。
●お買い上げいただいたチケットのキャンセル・変更はできません。
●やむをえない事情により内容、出演者等が変更されることがあります。
●車椅子席はチケット購入時にお申し出ください。りゅーとぴあのみで取り扱います。

■サポートシステムのご案内  〈お申込み先／りゅーとぴあチケット専用ダイヤル 025-224-5521〉
◎託児サービス／対象：生後6ヶ月以上～小学校2年生まで　託児料：未就学児1人1,000円、小学1・2年生1人1,500円
　＊公演日の2週間前までにお申込みください。定員になりしだい締切らせていただきます。
　＊公演日前1週間を過ぎてのキャンセルは託児料金と同額のキャンセル料が発生します。
◎難聴者赤外線補聴システム／あらかじめお申込みください。

ヴァハン・マルディロシアン（指揮） Vahan Mardirossian, Conductor

Takashi Nikaido, Choral Conductor仁階堂孝 （合唱指揮）

アルメニアのエレヴァンに生まれる。1993年にパリ音楽院に入学しジャック・ルヴィエに学ぶ。ピアノと室内楽で優秀
な成績を修めて首席で卒業し、ほどなくフランスを始めヨーロッパ各国、アメリカ、カナダ、ロシア、日本をはじめアジア
各国でリサイタル活動を行うようになる。室内楽も多く、イヴリー・ギトリス、ムスティスラフ・ロストロポーヴィチ、ルノー＆
ゴルティエのカプソン兄弟、ハンナ・チャン等世界的に活躍する演奏家と共演を重ねてきた。特にギトリスには「最高
のパートナー」と認められて世界各国のリサイタルで共演を行っている。この他フランス国立管弦楽団、アルメニア・
フィルを始め各国のオーケストラにも客演し、いずれも成功を収めている。  
現代音楽にも造詣が深く、特に作曲家エリック・タンギーより彼のピアノ・ソナタ第２番の献呈を受けた。2001年の
パリでの初演に際してル・モンド紙が「驚くべきピアニスト！」の見出しで半ページを割いてマルディロシアンを称賛した。  
2006年にニューヨークの指揮者セミナーに招かれクルト・マズアに学んで以来、指揮者としても活動。フランス国立
管弦楽団等に客演を果たし好評を得た。以降、プラハ・フィルハーモニー管弦楽団、ロシア国立交響楽団、アルメニア・
フィル、アーヘン交響楽団等に招かれる。現在はフランスのカーン管弦楽団ならびにアルメニア国立室内管弦楽団
の首席指揮者を務めている。  
ピアノと指揮を両方務める弾き振りも得意とし、首席指揮者を務めるカーンのオーケストラとの共演によるグリーグの
ピアノコンチェルトは話題となった。日本では2014 年に東京フィルハーモニー交響楽団に客演してデビュー。これまでに
日本フィルハーモニー交響楽団、関西フィルハーモニー管弦楽団に客演したほか、2015年にはNHK 交響楽団への
客演を果たして絶賛を博した。

合唱指揮者。上越教育大学学校教育学部芸術系音楽コース卒業。
現在、およそ10団体の常任指揮者を務めるほか、全国の合唱祭、
講習会の講師、コンクールの審査員、客演指揮者としても活躍中で
ある。
2003年4月エストニア共和国タリンにて行われた合唱コンペティション 
Tallinn2003において、Ensemble Evergreenを指揮し、室内合唱
部門第1位を受賞した。これまでに4度グアテマラ共和国より招聘さ
れ、現地音楽院において講習会と客演指揮を行っている。また、
2012年7月には、アメリカ合衆国シンシナティにおいて開催された
World Choir Gamesに国際審査員として招聘された。また2014年
3月にチェコ共和国プラハで行われたYOUNG2014PRAGUEに
おいて、彩の国コンソーシアム合唱団KIRARA☆Mixedを指揮し、
室内合唱部門1位に併せ、全合唱部門から選ばれるグランプリを
受賞、自身も優秀指揮者賞を受賞した。尚美学園大学兼任講師。
日本合唱指揮者協会理事。全日本合唱連盟国際委員。

キエフ国立フィルハーモニー交響楽団 National Philharmonic Society of  Ukraine Kiev

1995年ウクライナのキエフに本拠を置く国立フィルハーモニー協会の専属オーケストラとして創設される。同国の
巨匠ロマン・コフマンの指導下、1996年には若手の第一人者ニコライ・ジャジューラが音楽監督に就任、フィル
ハーモニーのライセンコ・ホールで年間50回以上の定期公演を行うほか、旧ソ連を含むヨーロッパ全土から客演に
招かれている。特にドイツとフランスでは近年人気が高く、ベルリン、ミュンヘン、ケルンの各フィルハーモニー、バイロイト
の大劇場等でチャイコフスキー、ラフマニノフ等を演奏するほか、数日間に渡ったロワールの音楽祭コンサート
は、ハイビジョンでフランス全土に放映され大きな反響を呼んだ。ペンデレツキ、テオドラキス等の作曲家、クレーメル、
バシュメット、クライネフ、ヴィルサラーゼ、バドゥラ・スコダ、アッカルド等著名演奏家との共演も数多く、東欧における
最も優れたオーケストラとして評価を確立している。

A席S席

イワンナ・プリシュ（ソプラノ）
ウクライナ国立キエフ音楽院卒業。ウクライナ国内の主要オーケストラとの共演
の他、ヨーロッパ各地の音楽祭にも客演。ヴェルディやロッシーニのオペラを
はじめ、合唱曲や宗教曲などにも造詣が深く、広いレパートリーを持っている。

オリガ・タブリナ（アルト）
ドネツク国立音楽院で学び、２００４年からキエフ国立フィルハーモニー交響楽団
に所属。数々の声楽コンクールで入賞し注目を集める。バロック、古典派、ロマン派
のオペラからミサ曲まで幅広いレパートリーを持ち、欧州各地で活躍している。

オレクサンドル・チュフピロ（テノール）
ウクライナ国立キエフ音楽院で学ぶ。バリトンとして活躍したが、プラシド・ドミンゴ
氏の助言でテノールへ転向。以後、ウクライナ国立歌劇場で研鑽を積んだ。
2012年からはキエフ国立フィルハーモニー協会のソリストとして活動している。

アンドリー・マスリャコフ（バリトン）
ウクライナ国立ドラゴマノフ音楽大学を終了後、ドイツに渡る。帰国後は２００９
年からウクライナ国立歌劇場で活躍。２０１２年からはキエフ国立フィルハーモ
ニー協会のソリストとして活動。コンサートにも積極的に出演している。


